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③実行性ある市政運営のための計画
　本計画では、市の政策判断により政策・施策の実施そのものや、その内容・水準の判断ができ
る事項を計画の対象範囲としています。また、政策体系を上位から基本方針、基本政策、基本施
策、施策の柱として位置付け、上位の項目を下位の項目の目的・目標として位置付けることによ
り、適切な評価・検証・進捗管理を図り、実効性を確保できる計画としています。
　なお、本計画の基本計画に基づく個別事業は、実施計画的な要素を持った事業リストにより別
途管理し、毎年度の予算編成作業の中で、政策・施策の進捗状況や社会経済情勢の変化を反映し
て、効果的に実施するとともに、必要に応じて見直しを行います。

項目 本計画で示す内容

■共通

政策 施策や事業を実施していくための大局的な方針

施策 政策を具体化するための対策

■基本構想 市政運営のビジョンや方針

将来都市像 市政運営により目指すまちの姿

基本方針
将来都市像の実現に向けた市政運営の基本的な方針
※将来都市像の実現に向けた市政運営全般の基本的な方針を示す「市政運営の基本方針」

と、政策分野ごとの市政運営の基本的な方針を示す「政策分野別の基本方針」で構成

基本政策 政策分野別基本方針を具体化するための基本的な政策

■基本計画 基本構想に基づく政策分野別の施策や事業の計画

基本施策 基本政策を具体化していくための対策

施策の柱 基本施策を具体化していくための柱となる対策
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「市政運営の基本方針」と「政策分野別基本方針」で
構成。「政策分野別方針」は、市民が主役のまちづくり
と七つの政策分野で構成。

施策の柱

基本施策

基本政策

基本方針

将来都市像

序 章 総合計画の策定に当たって

第

将来都市像
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本計画に基づく市政運営の全体目標として、次のとおり将来都市像を設定します。

○将来都市像設定の考え方
　「すこやかなまち」とは、平成17年の市町村合併の際に掲げた理念やそれを継承する自治基本条例13

と第5次総合計画（改定版）の考え方、そして、第5次総合計画（改定版）に基づく市政運営の評価・
検証結果を踏まえ、今後の市政運営において目標とするまちの姿の包括的なイメージを表現したもの
です。
　「すこやかなまち」には、現在そして将来の市民一人ひとりが、人や地域等との間に良好な関係性
が築かれ、生涯を送る上で不可欠となる安定的な生活基盤が確保されていることはもとより、心の豊
かさが満たされ快適で充実した「すこやかな暮らし」を送る条件が備わっています。このような当市
ならではの理想的な暮らしの状態の実現を目指して将来都市像を設定します。

すこやかなまち
人と地域が輝く上越

将 来 都 市 像

平成17年の市町村合併によって、様々な個性を有するまちが一つとなり、自然環境と生活利便性が
調和した総合力が高いまちとなった上越市が、地方の中心都市としての機能を発揮し、市内外
への求心力を高めていくことにより可能となる理想的な暮らしとは…

人や地域等の間に良好な関係性が築かれている中で、市民一人ひとりが生涯を送る上
で不可欠である安定的な生活基盤が確保されていることはもとより、心の豊かさが満た
され快適で充実した状態

● 生活に不可欠な安全性や安心感が確保されている
● 心身ともに快適な環境が確保されている
● 生活の糧となる働く場を選択することができ、かつ生きがいをもって働くことができる
● 自然を身近に感じながらも、現代的な生活の中で必要な利便性が確保されている
● 適度にお互いの顔が見える中で、人と人との良好な関係性が築かれている
● 一人ひとりがその個性と能力を磨くことができ、それを発揮するチャンスがある

理想的な暮らしのイメージ

以上の状態の暮らしを
総称して、文字通りの
「すこやか」になぞらえて…

定義

すこやか【健やか】
体が丈夫で元気なさま
心身が健全であるさま

すこやかな暮らし

《上越市ならではの理想的な暮らしの状態》
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　「人と地域が輝く」の「人」は、上越市に暮らす市民一人ひとりです。また、「地域」は、市民が
暮らしている身近なコミュニティや一定の生活圏、そして市域全域と多様な階層で構成されるもので
あり、人が輝き、地域が輝くことによって、上越市というまち全体の輝きが増すとの考え方を示した
ものです。
　すこやかなまちを実現していくためには、この「人」と「地域」の間における良好な関係性が築か
れていることが重要な条件となります。
　すこやかな暮らしを営む市民が互いを尊重し、信頼し合い、支え合うことにより「人と人の良好な
関係性」が築かれ、このまちで共に生きていくための基盤が整います。また、市民がまち（地域）に
関わりを持ち「人と地域の良好な関係性」を築いていくことは、より良いまち（地域）の形成につな
がるだけでなく、そこから生まれる様々な恩恵が日々の暮らしを豊かにし、地域への誇りと愛着も自
ずと高まっていくものと考えます。
　さらには、多様な地域特性を有する当市では、地域がそれぞれの歴史・文化・価値観を尊重し支え
合う「地域と地域との良好な関係性」が築かれることによって、それぞれの地域の独自性をいかしつ
つ、全体として魅力の高いまちとして発展することが可能になると考えます。

人が輝く 地域が輝く

人と地域が輝く上越
求心力

求
心
力

求
心
力

求
心
力

求心力

様々な
階層の地域

良好な関係性
（支え合い）

良好な関係性

良好な関係性
地域

地域

地域

地域（上越市全体）

市民 市民 団体等
地域

体）

地

例 ：
市街地、田園地域、
中山間地域など

例：
町内、地区、自治区、
小中学校区など

まちの「総合力」と
「求心力」の向上

市民の暮らし

良好な関係性（支え合い）

《人と地域の良好な関係性のイメージ》
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○すこやかさを持続させ、高めるまちづくり
　当市は、豊かな自然環境と都市的な利便性を兼ね備え、地域活動や市民活動も盛んなことから、総
合力の高いまちとしての資質を有しており、本計画に掲げる将来都市像の条件を一定程度満たしてい
ると考えることができます。
　しかし、人口減少や多様化・複雑化する社会経済情勢、厳しい財政運営の状況を勘案すると、これ
からの市政運営では、そのようなまちの力を持続させ、一層高めていくことによって、市民一人ひと
りのこのまちの「すこやかさ」に対する実感を高め、さらには、対外的にもそのようなイメージを発
信・定着させ、当市の求心力を高めていくことが必要です。
　これからの市政運営では、このまちで暮らす市民一人ひとりが「すこやかな暮らし」を実現できる
条件を整えることを市政運営の基本的な役割と認識し、各政策分野において、それぞれの分野で掲げ
る「すこやかなまち」のイメージを目標として、必要な政策・施策を推進していきます。

《第6次総合計画将来都市像》
すこやかなまち ～人と地域が輝く上越～

市民が主役の
まちづくり
市市民民が主役役のの
ままちづくりり

誰もが個性と能力を発揮する機会が
保障されており、市民主体のまちづくり
が行われ様々な支え合いの仕組みが
整っている「人と地域が輝くまち」

健康福祉分野
誰もが生涯を通じてこころと
体の健やかさを保てる環境
が整い、安心して自分らしく
暮らせるまち

教育・文化分野
学び高め合う環境が整い、ま
ちの歴史・文化が誇らしく感
じられ、心豊かに暮らせるま
ち

都市基盤分野
暮らしと産業を支える機能
的・安定的な都市基盤が整
い、魅力的な空間の中で快
適に暮らせるまち

環境分野
市民一人ひとりに環境に対する意識
が根付き、自ら行動することにより、
豊かな自然が大切に守られ、良好な
環境の中で心地よく暮らせるまち

防災・防犯分野
日頃から地域全体として災
害や犯罪・事故等への備えが
整い、安全・安心に暮らせる
まち

農林水産分野
なりわいとしての農林水産業や
農山漁村に活力があり、そこか
ら生み出される多様な恵みを受
けて豊かに暮らせるまち

産業・経済分野
力強く自立性の高い地域経済
が構築され、生活の糧となる働
く場を選択することができ、生
きがいをもって暮らせるまち

《政策分野別の「すこやかなまち」のイメージ》
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《第6次総合計画将来都市像》
すこやかなまち ～人と地域が輝く上越～

発展

継承 継承

第5次総合計画に基づく市政運営の評価・検証
（平成25年度）

新市建設計画15

第5次総合計画の評価・検証により導き出された三つの共通課題と、自治基本条例の理念に基づく
これからの市政運営では、市民の「暮らし」に着目した政策・施策展開を大切にしていくことが必要

第1条
この条例は、市における自治の基本的な理念及び仕組み
を定めることにより、市民による自治の一層の推進を図
り、もって自主自立のまちを実現することを目的とする。

■条例の目的

■まちづくりの基本理念
　豊かさ、安らぎ、快適な生活を市民が支えあう自主自立のまちづくり

■将来像
　海に山に大地になりわいと文化あふれる共生都市上越

■将来都市像
海に山に大地に 学びと出会いが織りなす 共生・創造都市 上越

⇒「共生」「学び」「出会い」による新しい価値の創造を目指し、
　「人」を最大の資源として位置付けた計画

１．人を育むまちづくり、まちを育む人づくり
２．個性と調和、自立と共生によるまちづくり
３．次世代につなぐ持続可能なまちづくり

■基本理念

※平成22年度の基本計画見直し時には、将来都市像実現に向けた戦略的アプ
ローチとして、「『すこやかなまち』づくりへの取組」を据え、施策の重点化や
事業の選定等に反映

自治基本条例
（平成20年4月施行）

第5次総合計画（改定版）
（平成19年12月）

市町村合併
（平成17年1月）

《参考：新市建設計画から第6次総合計画までの理念のつながりのイメージ》




